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福島大学

題字：「共に生きる」の書が福島大学へ

　「愛にはじまる」や「天使の正体」の著者として知られ、ダウン症の書家である
金澤翔子さんが福島県の被災地の方々への一助にしたいと筆をとった「共に生きる」
の書が、縁あって福島大学に寄贈されました。
　復興に懸ける福島県民をはじめ大学関係者への励ましやエールになればという
思いを込めて揮毫していただいた作品です。「みんなが一緒に頑張れるように」
との翔子さんの意向が込められています。多くのみなさんに見てもらえるよう、
共通講義棟（Ｓ棟）の入口に掲出させていただきました。

「いつもみなさんのことを思っています。」
書によせて　─金澤 翔子・泰子─

　2011 年 3 月の震災直後、まだ余震が続く不安な毎日の中で、テレビのニュースに、
冷たい雪がしんしんと降り積もる被災地が映し出されていました。翔子はそれを
見て「地震を止めて！」「雪を止めて！」とお願いの電話をかけようとしました…
どこにかけるとも、わからないのに。そして、「私が助けてあげるから！」とテレビ
に映るその場所へ本気で出かけようとしました…どこに行けばいいかも、わから
ないのに。ただ、ひたすらに、まっすぐに、被災地の皆さんのことを思っていました。
　すぐに側には行けないけれど、せめて想いだけでも、寄り添っていることを
伝えたい…。そんな気持ちを込めて書き上げたのが「共に生きる」です。翔子や
私たちの想いが、少しでも皆さまに届くことを祈っています。


